
 

 

 

 

 

１ 本校の概要 

本校は、研究主題を「豊かに伝え合う力を高める国

語教育の充実」として、言葉の力の育成に取り組んで

いる。図書館運営においては、地域や保護者が参加す

る図書ボランティアの活動が盛んである。 

 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

 ・読書活動の充実、地域や家庭との連携 

 ・環境の整備 

 ⑵ 実践の概要 

  ア 読書活動の充実 

   ①年間を通じた読書タイムの活動 

    年度初めに、読書タイムの計画を職員に周 

   知した。一人読み、担任による読み聞かせ、 

   お話会、お気に入りの本について書く時間等 

   を計画的に行っている。 

   ②校長・教頭による読み聞かせ 

    昼休みを利用して、校長や教頭が好きな本 

   や専門分野に関わる本などで読み聞かせや語 

   りを行っている。 

               
 

③読書月間での取組の充実 

   11 月に行われる読書月間は、「読書ＢＩＮＧ

Ｏ」「図書委員読み聞かせ」「図書クイズ」な

ど、図書委員を中心に様々なイベントを行い、

多くの児童が図書室に足を運んでいる。 

④授業と図書室の結びつき 

   各学年、国語の授業の中で並行読書を行い、

言語活動の中で作成したものを図書室前の廊

下や教室に掲示し、全校で共有している。 

イ 地域や家庭との連携 

 ①親子読書 

   毎週木曜日を「親子読書の日」とし、家庭

でも本に親しむ時間を確保している。 

  ②図書ボランティア 

   学期に一回、図書ボランティアによる読み

聞かせを行っている。全学年が自主的に参加

している。 

     

 

 

 

 

 

 ③春日部おはなしの会の方による読み聞かせ 

   年 10 回程、地域のおはなし会の方を招いて

お話会を実施している。 

 

 

 

 

 

 

     

ウ 環境の整備 

①「備後小ブックツリー」の設置 

  各学年で１年間の読書量の目標を決め、目 

 標の 50％達成者、目標達成者の名前を掲示し 

 意欲づけをしている。 

   
②図書館書架づくり 

   本棚の整理を行い、児童が自分で本を探し 

  て、貸し借りができるようにしている。 

 ③本の紹介コーナー 

   児童の読書の幅が広がるように、図書委員 

  や図書支援員による本の紹介コーナーを設置 

  している。 

    

 

 

 

 

 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

  ア 並行読書をはじめ、様々な授業の中で本を活  

    用した学習を行うことができた。 

  イ 児童の積極的な図書館利用数に加え、読書量

も増えた。 

 ⑵ 課題 

  ア 高学年児童の図書館利用数を増やすため、読 

    書に親しむ企画を図書室から発信していく必 

    要がある。 

  イ これからも魅力的な図書館の環境整備や計画 

    的な選書、廃棄を行っていく。 

 ⑶ おわりに 

   児童と共に教師自らも読書に親しみ、児童に読

ませたい本を選定していきたい。そして、これか

らも読書活動の推進に全教員で取り組んでいきた

い。 
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